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In this paper, as for the mansions of modern Sukisha people who were widely present in Tokyo and 
extremely rose in bygone days as described above, the aim is to clarify aspects of the mansions that had been 
fostered in modern Tokyo, by providing the assessments considering the differences and trends arose by social 
backgrounds, times, and places and the practical matters concerning with building mansions as well as social 
positions, thought, and personality, et cetera of persons with multifaceted perspectives.  
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１． 研究の目的と方法 
本論では、明治初頭（1868）から関東大震災（1923）
までに興隆を極め東京に広く存在した近代数寄者の邸宅
を対象として、社会背景、時代や場所によって生じる傾
向・差異、実際的な邸宅造営に係る事項、さらには人物
の社会的立場、性情や思想など、あらゆる多角的な視点
のもとに評価を与え考察していくことで、近代東京に醸
成された邸宅の様相を明らかにしていくことを目的とす
る。 
当時の数寄者によって営まれた邸宅は、個人が総監督
となり思想・趣味等を具現化させた総合デザインの結晶
であるといえるが、邸宅造営に係る事項として、立地、
地形、敷地、庭園、建築、意匠という大きな要素を挙げ
ることが出来き、これらは単一で存在し得ることはなく、
選定者の意図により一連の決定事項によって相互的に成
立する。さらに前提としては敷地内についての全体計画
が存在し、趣味・思想などの個人的背景に加え既存形態
による影響、時代の風潮、衛生的観念、など様々な要因
によって決定され、加えてどのような場所性が魅力を持
ち選ばれたのかという立地の問題においても、個人の意
図・表現を切り口とし、外部者であった彼らが江戸東京
の連続の中でどのような場・空間を自らの邸地として評
価したのかという問題に起因し、総合的かつ相互的な視
点が必要とされる。 
これらの多角的な判断による考察は、個人、ひいては
時代の眼差しの方向に一貫した着地点を見ることが出来
る方法と考える。 
 
２． 近代数寄者の邸宅造営における背景と契機 
（１）伝統文化の再興 
明治維新に伴う身分制度の解体や、新政府を筆頭とし
た旧来を脱皮し新たな様式を目指す風潮の中、固有の文
化に関しては顧みられず、荒廃の一途をたどっていくこ
ととなったが、一転、明治中頃より再興の兆しを見せて
いく。 
ひとつには、旧来より芸道等を極め継承することで伝
統文化を支持し続けた宗匠等の人物たちの努力があり、
次いで宮中や旧大名家、華族らが古典芸能の保護に向け
て動き出したことによって、茶事の回数増加や猿楽の復
興など、伝統再編への気運が高まった。明治 28 年
（1895）京都において行われた第四回内国勧業博覧会で
は、平安遷都千百年を記念行事として、平安神宮の大内
裏を復元し博覧会の目玉としていることや、明治 13 年
（1880）の内務省による古社寺保存金の交付を皮切りに、
文化財保護への関心が高まり、明治 30 年（1897）には
「古社寺保存法」が制定されるなど、社会全体における伝
統への再解釈の試みが見受けられる。 
維新後の衰退期から、明治 10 年代は小規模ながらも基
盤作りの作業が続けられる準備期、20 年代は新たな解釈
のもと、あらゆる試みが実際に大規模に行われていく発
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展期、30 年代は新時代において伝統が改めて再構築され
た確立期と、一連の流れの大枠をとらえることが出来る。 
さらに美術品においては、海外に流出していく経緯を
危惧する個々人の観点も影響し、美術品を膨大に蒐集し、
かつ文化的領域に積極的に踏み込んでいく人物が表れ始
めた。それこそが新興ブルジョワジーである資産家階級、
すなわち現代において近代数寄者と称される者たちであ
り、伝統文化の興隆が飛躍的に達せられたのは、結果と
してこれらの人物たちによるところが大きい。 
 旧大名にかわる莫大な経済力を持つ彼らには、家元諸
流を立て直した上、さらに芸道を再構築する力を十分に
備えていた。かくして、伝統文化はその正統を欠きなが
らも、社会的風潮や国策的な意図、あらゆる立場に属す
る人物たちの思惑など、様々な要因が交錯しつつ、新た
な潮流を得たことで息を吹き返し、さらに自由で広義的
な観念のもと、近代における再編が繰り返されていく。 
（２）私的領域における文化的進展 
私邸において賓客をもてなす手法の拡大は、文明国の
外賓をいかに接待するかという、明治初頭の新政府の急
務かつ重要な課題に端を発している。鹿鳴館に代表され
るような社交場を急遽用意することは、政府の経験とし
ても時間的な制約としても不可能であり、協力を仰がれ
たのが、社交や会議の経験がある実業家であった。この
外賓接待の経験は、個々の私邸内における社交活動の手
法として生かされ、資産家階級の人物たちの中でも、貴
賓を接待できる空間を持った邸宅建設が一斉に行われる。 
こうした接待空間を醸成させる動きの中で、饗応芸能
の必要性を謳う岩倉具視や井上馨などの人物が現れ始め
た。両者は自邸における天皇行幸を執り行い、饗応芸能
の天覧が、復興を遂げる契機となっている。 
明治元勲の井上馨は、明治 20 年（1887）麻布鳥居坂
の自邸において 4 日間に渡って行われた行幸において、
天覧歌舞伎を行うと共に、元南都東大寺の塔頭四聖坊に
伝わる茶席「八窓庵」の開席を名目とし、茶事という私
的な行為を通して天皇と直接向き合い座することに成功
している。明治 20 年代頃から少しずつ再興していった
伝統文化であるが、明治国家の中で絶対的権威を持つ存
在とされた天皇と諸芸道を密接に結び付けるという手法
は、新たな時代においても不可侵の価値を得るという意
に直結する手法として、井上においても行幸を仰ぐとい
った行為の事実を欲していたと考えられ、後の文化趣
味・活動の奨励につながる契機となった。 
（３）趣味空間の展開とネットワークの拡大 
この後、邸宅における私的趣味を独自に展開し、さら
に社交空間として拡大する転機となる出来事が起こった。
三井物産の鈍翁益田孝による大師会である。大師会は鈍
翁が明治 28 年（1895）に狩野探幽旧蔵の弘法大師筆崔
子玉座右銘十六字一巻を得たことから、弘法大師の祥月
命日を期して開かれることになった大寄せの茶会であり、
何十人単位という園遊会同様の規模で、朝野の名士を招
待客とした。邸内に点在する茶室や田舎家、四阿に仮設
茶寮といった茶亭に亭主をつかせ、室の飾付や手前を担
当し、招待客が様々な趣向が凝らされた茶亭をめぐると
いう方式であり、担当する亭主も宗匠ではなく茶友とし
ての財界人を主とする数寄者であった。 
この働きは、伝統文化の中においても、あくまで趣味
に基づく範疇を半公的な立場に示すことにより、私的趣
向を主眼とした邸宅造営への評価をさらに獲得すること
に成功し、伝統という対象を自身で再構築した上で、自
由で広義的な意に置き換え、空間的に拡大したという点
が何よりも注目すべき点であり、私邸での文化趣味の展
開に社会的意義を与え、近代数寄者と呼ばれる人物の邸
宅造営、ひいては思想自体へ多大な影響を及ぼす要因と
なる重要な出来事であった。 
近代における数寄者とは、財界人や政府高官、軍人、
商人などあらゆる分野にまたがり、様々な存在形態をも
っていたが、数寄者の中心人物として存在していたのは、
やはり資産家階級に属す政財界の人間たちであった。そ
もそも、これらの人物の個人的な活動がなぜ伝統文化の
再興に直接貢献することになったのか、という発端に関
する点ついても、彼らが西洋的観点を考察することで自
国を顧みることが出来る社会的ポジションに位置し、な
おかつ、ありあまる資産をもって美術品の蒐集に投資す
ることが出来た、という立場が絶対的に起因している。 
近代数寄者全盛期に行われた茶会では、基本的な茶事
のほか、個人で蒐集の品をテーマとした茶会が多く見受
けられ、偉人にまつわる品や仏教美術、庭石や銘木、洋
行時の土産品など、正式な道具・飾付以外にも様々な所
有物を茶会のメインに置くことが増えた。 
つまり、美術品の骨董に始まる伝統文化への熱中は、
私的な世界である茶会等の折に第三者に披露し、評価を
得ることで「個人の高尚な趣向」への昇華を果たす、と
いう構造が形成されていったといえる。よって近代数寄
者間の交流、ネットワークは、彼らの創り出す空間へ直
に影響を与えた。明治 33 年（1900）には数寄者連中の
茶の湯のサロンとして「和敬会」が立ち上げられ、茶会
件数が急激に増加しており、実際の場を必要とする社交
サロンという媒体が、「すきもの」である個人を評価す
図 1 明治天皇行幸を仰いだ井上馨邸八窓庵 
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る手段となり、さらには趣味への各々の凄まじいまでの
情熱が加味し、それらの結果としての一種独特な表現が、
ネットワークの必要性の上で空間化されていくという、
ひとつの大きな流れを生み出した。 
 
３． 近代数寄者の土地選択に係る思考 
（１）邸宅の分布傾向 
東京の土地は明治初頭における一連の法令から試行錯
誤を見たのち、明治 4 年（1871）9 月、武家地処理・安
定した税収確保の観点から、江戸期には無税であった武
家地、社寺地、特例を受けていた朱引内の町地、全てを
対象に地租を課すると予告、同年 12 月には武家地町地
の称を廃して地券を発行したうえ、地租を課するとの布
告が正式になされ、同 5 年（1872）には身分にかかわら
ず希望者は入札をもって払い下げを行うとの法令が出さ
れ、これより土地は私的所有権が認められる不動産とな
った。[1] 払い下げによる価格は当初あきれるほどに低
価であったが、その後東京が発展をみるや地価は暴騰し
ていき、千倍の地価となる場所もあったほどで、土地を
着々と入手していく東京の大地主層は急増し、不動産と
して所有する土地に様々な意識を投影することが可能と
なる人物の層が格段に厚くなり、土地の持つ空間性や地
形の情趣など、根本的なポテンシャルに個人の思考が反
映されるようになった。 
資産階級に属する人物が多い数寄者達も、その出身は
大体が東京外であり、一代にて土地を取得・造営したも
のがほとんどである。彼らがどのような土地を求めたの
か、地籍台帳や当時の記録等より、出来る限り多くの宅
地位置と敷地規模の確認のとれた明治 45 年（1912）時
の分布状況から考察する。[2]また、当時は東京内におい
ても多く別邸が用いられたが、対象人物が本邸または造
営に一番力を注いだと確認できる住居地を対象とした。 
 以上の方法により基本情報を確認できたのは 39 件、
敷地規模は 100 坪代から 2 万坪代まで及んでおり、平均
値は約 4,000 坪であることから、彼らが当時いかに広大
な土地を有していたかがわかる。そして、全体の分布傾
向としては東京市内を中心に広く分布しているものの、
武蔵野台地上に分布する、いわゆる「山の手」の邸宅と、
川や海辺近くに分布する「水辺」の邸宅のまとまりをみ
ることが出来る。 
 
山の手の邸宅の特徴としては、非常に地形が豊かであ
ることが挙げられる。対象地のほぼすべてが台地端にあ
り、この場合南または東方向に斜面や崖、谷を有する立
地となっているが、これは当時定石ともいえる思想とな
った「高燥の土地」に属することは明白であり、かつ斜
面地は湧水が得られやすいこと、変化に富んだ築堤が行
えることなどの理由から、選択されたようである。地域
としては麹町区の番町、赤坂区麻布区に集中し、その他
目白や千駄ヶ谷、品川などの郊外に点在する。 
一方の水辺の邸宅については、隅田川沿い、濠に面す
る地区、町地、海浜地区という分け方ができる。隅田川
沿いの邸宅は、平均規模約 8,900 坪と広大であるが、そ
の内 350 坪から 24,000 坪と、かなりの開きがある。こ
れは江戸期の土地分類に大きく関係し、大名屋敷か町地
① ② 
③ ④ 
母屋（和館） 
楼（茶室・広間） 
表門 
① 
② 
④ 
③ 
図 2 明治 45 年時の数寄者の邸宅分布状況 
凡例 
東京市域 
対象者邸宅地  ◆ 
図 3 台地部に母屋、南面に斜面を持つ邸宅地の例（豊
島区原宿 団琢磨邸） 
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という極端な差異による。中でも徳川圀順と松浦厚（松
浦邸は隅田川の疎水沿いにある為この分類）は旧大名家
の華族で、江戸以来の屋敷地として多くの敷地を保有し
ていたため、広大なまま明治都下の邸宅として存在して
いる。 
対象の明治 45 年（1912）時点で、当節に示した人物
のうち水辺に住まう人物が結果として少なく、山の手に
多くの理想を求められていることは、水辺の汚染や東京
内の生活環境の変化が基本的な要因として存在していた
といえ、山の手の邸地購入が比較的明治後期に集中して
いることからも、その傾向が感じられる。 
また取り上げた邸宅の中でも、目白台山縣邸や御殿山
益田邸、本所安田邸など、明治初期から中期にかけての
比較的取得の早い土地に加え、既に江戸期に造営され明
治に引き継がれた大名屋敷地などは、江戸以来の名所地
である場合が非常に多かった。初期の段階では土地を取
得する際に「江戸名所」という風光明媚な土地柄に対す
る憧憬ともいえる意識が働いていたのではないかと考え
られる。この点については、「山の手」や「水辺」とい
う分類の外に属する時代的な傾向であり、山の手が明治
後期に注目されるのは、江戸名所を超え、土地の地形や、
湧水及び樹木林の有無など、より既存要素としての土地
のポテンシャルが評価された結果であるといえる。 
 
４． 庭園普請の手法獲得と展開 
（１）始まりの山縣庭園と益田克徳 
明治初期、いち早く自邸の造園に没頭した人物として
は、まず明治元勲の山縣有朋を挙げることが出来る。山
縣の築庭法は、「地形を變へ、樹木を植ゑ、谷を穿ち、
水を導く等、相阿彌流とか、遠州流とか云ふ古来の流儀
にのみ囚はれずして、山縣流の獨創的方法が、かなりに
加味されてゐる」ということであり、しかも我流・無法
とは異なり、相当の園芸師が驚嘆するほどの技量であっ
たという。[3]目白関口町の自邸「椿山荘」では、麹町富
士見町に続き東京における 2 番目の邸宅であるが、台地
端に母屋を配し南方向の斜面もしくは崖辺に庭園を設け
るという構成を明治 10 年（1877）というかなり初期に
完成させ、庭師岩本勝五郎の施工によって、自身の築庭
法を展開している。 
しかし、ただ一人、築庭術おいて山縣を感心せしめた
人物として、鈍翁益田孝の弟、益田克徳がいた。克徳の
スタイルは、茶会、築庭・普請、創作の茶道具、全てに
おいて非常に洒脱で工夫に満ちていることが特徴であり、
築庭については人工の庭園ではなく自然景を手本とし、
多くの作品において那須塩原の山水を模した。このよう
な自然的な築庭について、高橋箒庵は次のように述べて
いる。 
「是れは日本人の限界が廣くなつた維新後の築庭法で、其
発明者と云ふ名誉を荷はずとも少なくとも之を祖述した
一人は、益田克徳氏で、明治の築庭史に氏の名を忘るゝ
ことは出来ません。」[4] 
 克徳は根岸の自邸のみならず、高橋義雄や近藤廉平と
いった人物の邸宅においても築庭や茶席の設計・指導を
行っている。 
（２）天然・自然趣味への追及 
山縣有朋、益田克徳らの築庭法を始めとして以降の数
寄者庭園は「自然・天然」的であることが最も重視され、
築庭思考として拡大していくことになる。 
明治から大正期、庭園に関する研究を行い書物に著わ
した近藤正一という人物は、著書『名園五十種』（1910）
において東京を中心に様々な趣の庭園を 50 ヵ所取り上
げ、各地を実際に訪ねて庭園を巡り、風情を描写するこ
とでそれぞれを評している。[5]その中には山縣邸や克徳
邸、安田善次郎邸や高橋義雄邸、益田孝邸など、数寄者
として活躍した人物の庭園も多く取り上げており、総じ
て近藤の庭園に対する評価は、庭の規模や注ぎ込んだ額
は重要ではなく、第一に自然的であること、巧緻で工夫
に富んでいること、亭主の気配り・趣味が深いことに集
約していることがわかる。天然趣味は当時の築庭におけ
る新しい手法であり、評価されるべき大前提として認識
され、確固たる共通の思想であったことがうかがえる。 
このような庭園は、私邸の主人によってどのような演
出をされたのであろうか。茶会において、客人は主人の
選択した室の飾付や使用される道具を拝見し、また席の 凡例 
東京市域 
対象者邸宅地  ◆ 
図 5 山縣有朋の築庭による「椿山荘」庭園 
図 4 江戸から明治に引き継がれた松浦家「蓬莱園」 
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移動の際に邸内を歩き回ることで、趣向を凝らした庭園
等の風景を堪能することになる。よって、築庭に際して
の努力が第三者へ披露される機会の中においても、茶会
は主人が演出を凝らした景色が一番に現れるタイミング
といえる。 
高橋義雄の一連の茶会記から、数々の庭園風景を読み
解くと、やはり当然の如く、築庭の要素である石、水に
ついての記載が多く見受けられる。[6] [7]石については
箱根から移した岩石であるとか、捨石、蹲踞石、石燈籠、
石径、露地の石組など、多様な姿で現れ、その工夫を知
ることが出来、庭の風情にかかわる重要な要素として存
在していたようだ。また、東京で庭造りをする際には湧
水を得られる場所が理想とされたが、刻々とその姿を変
える水というのは、天然的なるものの象徴にも見え、湧
水を遣水や滝、池泉などに変え、あらゆる自然的な状態
への工夫が凝らされていたことがわかる。川や海の水が
汚れてしまった東京では、京都などに比べて清水を得ら
れる地が少なく、水道と併せて遣水としたり、セメント
加工などを用いて少量の水でも流れを見せたり、よほど
の工夫を要したようだ。 
また、こうした石や水の配置等、築庭の演出に関わる
点については、庭自体の地形が大きな効果をもたらして
いることが非常に明らかである。崖地や斜面において流
れる清水が、下って石径に沿った溜りとなる風情など、
そのパターンを幾つかの庭園で見受けることが出来、崖
下または崖上の庵に続く劇的な演出方法として度々使用
されている。「山の手」の邸宅は凡そ南面に斜面を有し
ていることが特徴であったが、この特徴が築庭において
存分に生かされていると言え、山の手の邸宅が増加する
明治後期に同じくして、このような築庭の演出が流布し
たものと思われる。 
さらに、これらの地形的演出は、隣地の情緒を自邸庭
園と一続きのものと錯覚させる手法として、いくつかの
庭園で応用され、吉田丹左衛門邸の樹木が上野の山に接
続しているさま、益田英作邸にて目黒不動の滝が流れ入
るさまなどは、地形的な条件によって隣地の恩恵を存分
に受け、作為的に利用することが可能となった好例とし
てあげることができる。 
総じて、これら茶会記に記されているような庭園風景
は、自然的な石径や清水を用いて四季折々の樹木の変化
や地形の変化と共に演出されたものであり、個々の場面
の展開に重点が置かれている。つまり、こうした築庭は、
ある一点に定まった景を楽しむのではなく、歩を進め、
谷を下り丘を登り、樹林を行き池に沿うといった、刻々
と変化するシークエンスの中でこそ、情景の美しさを感
じることが出来るという、行為そのものについても自然
的な体勢を伴うものであった。 
 
５． 古典的テーマの付与と趣向の顕著化 
（１）建築普請に関する思想と数寄者の真情 
数寄者達が理想とした古建築について、修学院離宮や
桂離宮、醍醐寺三宝院、大徳寺真珠など、いずれも上方
の高貴な建築を挙げることが出来る。その中で、建築を
賞する文言はやはり「高尚」、「風雅」といった言葉で
あり、桂離宮に関しては、松翁安田善次郎が本所横網邸
に「桂離宮式の高床なる八畳の間」を所有していたほか、
鈍翁益田孝も御殿山邸で離宮を模した「極めて雅趣に富
んだ五間に四間程の建物」を築造している。 
益田邸のこの建築、「禅居庵」を設計した人物は、旧
幕府時代の普請作事方の任を負っていた柏木敬一郎
（1841‐1898）であり、明治からは正倉院や古社寺の調
査にかかわるなど文化財についての仕事を行った人物で
ある。そして、数寄者達との関わりを多く持ち、私邸や
茶寮、三井の有楽町集会場なども設計し、柏木もまた桂
離宮や醍醐寺に理想を置いていたことが記録されている。 
さらに、団琢磨を始めとする多くの数寄者達に登用さ
れた数寄屋建築家の仰木魯堂は、当時古人の手法を脱し
た一種独特のスタイルを築いた人物であったが、その作
風はやはり質素で上品であることが特徴であった。 
一方で、数寄者が明治後期から多用し始めるようにな
った建築として、「田舎家」がある。田舎家が茶会に用
いられたのは、明治 25 年（1892）根岸の益田克徳邸に
おける茶会であり、新築の田舎家が造営されたのは、克
徳の兄益田孝が大正 2 年（1913）に新営した「為楽庵」
図 6 柏木貨一郎設計の「禅居庵」（御殿山益田邸） 
図 7 田舎家（高松定一所有、昭和初期） 
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の待合である（設計：仰木魯堂）。田舎家の凡そは築数
百年の古民家を移築し、茶会本席の寄付きや待合等に使
用されることが多く、なぜ頻繁に用いられるようになっ
たのかという理由については茶人の森川勘一郎が次のよ
うに指摘している。 
「世の中が複雑になつて来て、一般の人々は簡易な生活を
求めるやうになつた。――立派な書院や堂々たる席では
勿論着物等も更めて正服で行かねばならず、安坐がした
くともどうもしにくい。それが田舎家ならば平常着の
まゝでも構はない。気楽に友達が寄合つて趣味を語り、
天下の時勢を語り、飯も饗ぶ事になり、それが時代の行
き詰つた人の頭を休めるに丁度合致して、かく田舎家復
興の気分が旺盛となつたものと思はれる。」[8] 
相当の社会的地位を持つ人物たちが、東京という土地
でわざわざ田舎じみた趣向を呈することについて、当時
は非難の声もあったようであるが、数寄者連中の中には
田舎家を使用した折に郷愁と取れる発言や逸話が多く存
在していることから、彼らの多くが他所から上京のうえ
に立身を遂げた人物であったことは、それぞれの感性を
形成するうえでの重要事項であったと考えられる。 
（２）趣味空間におけるテーマ性の拡大 
近代数寄者の中でも初期の人物は比較的茶を点じる行
為の場として茶席を認識しているのに対し、時代を下る
につれ段々と茶席へ付加価値を見出す傾向が強くなって
いく。これらは古物蒐集熱の高まりと連動する動きと考
えられる。明治初期の数寄者は、流儀としての茶を嗜む
宗匠と交わる機会が多かったために、茶室への工夫は左
程必要なかった。しかし蒐集の品を中心に添えた活動が
高まりを見せると、普請に関しても必然的にテーマ性を
帯びてくるために、茶事という行為以外に、蒐集品を演
出する場としての意味合いを色濃く帯びていく。 
新築であるにもかかわらず弘仁時代（平安前期）の由
緒付けが行われた根津嘉一郎邸の「弘仁堂」（1913）で
は、入口の正面に弘仁時代（平安前期）の仏像を安置し、
その周辺に様々な古器古物を飾り付けた趣向で、弘仁堂
との名が付けられた。 
そして、高橋義雄が四谷伝馬町邸で営んだ茶亭は「白
紙庵」といい、箒庵が十余年をかけて蒐集した様々な白
紙を、床から天井から、全てに張り巡らせ大正 2 年
（1913）に完成している。 
高橋はその後転居の赤坂一ツ木町邸で、偶然に入手し
た法隆寺隠居寺の法林寺の古塔柱を床柱に使用したこと
と、加えて町名にちなみ「一木庵」という名を本席に付
け、奈良の古材を随所に用いている。そして付属の広間
では「伽藍洞」なる座敷を設け、庭前の飛び石、捨石、
蹲踞、凡そ思い当たるものはすべて伽藍石を用いた。高
橋は奈良や京都と東京間において庭石の流通仲介人のよ
うな役割を担っており、「石買大尽」の異名を持ってい
た。さらに、既に総合的な事業を展開していた庭師七代
目小川治兵衛とも庭石等において取引を行っていた。前
近代とこの時点における普請が決定的に異なる点は、全
ての人物が自身の作業に能動的に働き、それぞれのシス
テムを構築し得たという点である。建材や庭石等に限ら
ず、あらゆる道具や美術品が使用可能となり、蒐集の対
象となったことは、出所や所有の確認、流通方法の組成、
市場の選定、関係業種の認識、等々それらを取り巻くシ
ステムが詳細に形成されていった近代的作用の結果とと
らえることが出来る。 
茶席等の名について、これらのほとんどは個人名や逸
話に基づく、だじゃれのような単純な動機を、写経や古
書などにあらわれた単語を用いて表すなど、常に古人に
まつわる史実を伴い、戯書のような遊び心の溢れた私的
で独自なコンセプトと、由緒正しい古典が併合された名
付けが行われている。 
要するに、邸内に造営の茶席に代表される建築は、新
築や移築に関わらず、土地の性格や個人的趣向を古典的
史実に重ね合わせ、形態や席名に直接顕示することので
きる媒体としての建築であったと考察できる。 
（３）私邸コレクションの文化資本への昇華 
当時、趣向から空間化を遂げた建築等は、蒐集品を演
出する舞台のためとして造営された場合も多くあったが、
こういった普請の連続は、画幅と書院、道具と茶室、ま
たは老木と田舎家など、それぞれがある組み合わせによ
図 8 蒐集の白紙を張り巡らせた「白紙庵」 
図 9 弘仁時代の美術品コレクションによる「弘仁堂」 
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るテーマを持ったコレクションとして認識することが出
来る。数寄者達が物を集めて鑑賞の対象とするのに飽き
たらず、さまざまな用途への可能性を見出した結果であ
り、数寄者達は美術品にかこまれ使用して、自ら選択し
た趣向の中へもろとも浸ることを一番に求めた。そして、
彼らがひとつのものへ特化していく上では、趣味の度合
いがいかほどであるかという以上に、博識であること、
独自性を備えていることが重要であった。由緒を探る努
力やサロンを形成して互いを評価し合う姿勢など、いか
にもその思想が現れていると言えよう。 
すなわち、数寄者が邸内部（都市に対する私的領域）
において趣味を提示するという作業は、己の見識等々す
べてをつまびらかに告白する作業に直結し、第三者に趣
味世界を体験させることは、蒐集の骨董や普請の庭や建
築、あらゆる要素を「文化資本」に昇華せしめる行為と
なる。この場における文化資本とは、資金としての財産
に対し、人物の教養やたしなみをあらわす文化的事項に
属する個々人の精神的、内在的な財産を指し、それらは
金銭の高で決定されるものではない。数寄者が茶席等に
古典的テーマを次々に付帯させていくさまなどは、趣味
という名目に基づいて文化資本の獲得を目指していると
指摘することが出来る。 
既にありあまる財産を所有している人物にとって、そ
の上での素養がいかに備えられているかという他者の判
断は、おそらく一代成り上がりの実業家などにとっては
特に切実な問題であり、社会的身分としては華族の諸侯
旧大名家や公家など、正格の教養を備えている人物達に
肩を並べて列せられる中、出身や生立ちによる根本的な
文化資本の欠乏に対して、焦燥感や劣等感を感じなかっ
たとも断言できないのである。 
趣味趣向に対する異常なまでの情熱は、文化資本を
次々と獲得していく喜びを伴い、他者と共有し互いの評
価の上に、ついには高尚な愉悦となる。資金的財産と文
化資本によって成る邸宅という巨大な私的空間を造営す
る努力は、結果として個々人の社会的ステイタスを確立
させたと指摘することが出来るだろう。 
 
６． 結論 
近代数寄者は官吏から実業家、道具商から料理屋の亭
主など、非常に多岐にわたる人員で構成されているが、
結果としてトピック的に挙がった人物は三井家、岩崎家、
井上馨、山縣有朋、益田孝、弟克徳、安田善次郎、石黒
忠悳、大倉喜八郎、根津嘉一郎、団琢磨、そして高橋義
雄などで、このような人物は、むしろ近代日本の社会史
の中でその名を多く見受けることが多いだろう。 
明治維新、鹿鳴館や帝国ホテルの建設に顕著な欧化政
策、殖産興業の奨励、銀行や証券取引所の設立、財閥の
形成にみる資本主義の確立、汽船・郵船の立ち上げ、さ
らには百貨店の形式導入や鉄道敷設、都市計画――日本
の近代化に関する代表的な出来事には、必ずといって良
いほど彼らの名が登場し、各々の一手により日本国の近
代化を推し進めていった。しかし、一方の私的領域では
和風に属する形式を好み、伝統的な趣向をひたすらに求
めたことで、結果として近代の和風文化の担い手となり、
邸宅の醸成や文化的ネットワークを確立した人物となる
のであるが、言及したいのは、これらの大きな潮流は、
思いのほか彼らの私的な心情により成り立っていたとい
う事実である。 
庭ひとつ建築ひとつ作り上げていく理想は、古人に範
を取っているものの、形式の踏襲ではなく、凡そすべて
のものが独自の構想によるものであった。そして、多く
に共通する事は、彼らにとって東京が新地であったこと
である。熱心な普請への努力は、一代で造営を成すこと
が出来るという前提のほかに、東都の名に恥じない己の
世界を作り上げる、という懸命な意思に郷愁等が相俟っ
て、一種の傾向が現れた。 
これらの数寄者による趣味に依った接客空間は、私的
な心情・趣味趣向に基づいて設置され、「ハレ」といえ
る正式な接待空間とは別に、非常に内的「ケ」な性格を
持った社交空間であることが特徴であったが、それぞれ
の主人の社会的地位等の要因もあり、拡大することでむ
しろ社会的必然性を帯びるという矛盾の潮流を生み出し
た。その中で作用したのはやはり、数寄者同士の社交で
あろう。例えば建築という対象のみに焦点を絞っても、
旧江戸普請作事方の柏木貨一郎が蒐集物において益田孝
等と交わるうちに影響を大いに与え、克徳とは渋沢栄一
邸において共同作事も行っている。箒庵は克徳や井上馨
の建築術に感心するところ多く、数寄屋建築家の仰木魯
堂も数寄者の建築を数多く行うことで洗練された和風を
つくり出し、それぞれの融合が素朴で上品な和風を確立
させた。 
既に確かな知見を持ち、資金をつぎ込み試行錯誤を重
ねることが出来た数寄者の探求の結果は、確かに流布す
るところが大きかったようである。近代数寄者の造営し
た邸宅の多くは震災、戦災により失われ、まれに保たれ
ても広大な敷地を維持できずに開発の対象となり、有力
者たちは都市を離れ、趣味世界の舞台をより郊外に移し
てし、かつて花開いた東都の私的領域における趣味世界
はほとんど継承されなかった。全てが再編された地にお
いては、地形にのみ当時の理想を感じることが出来よう
か。 
 東京において数寄者なる人物が華々しく登場し、活発
な交流の中で邸宅という一大文化施設が次々と形成され
たことは、江戸から明治の変容がもたらした制度改革、
人員の入れ替わり、あらゆる体制の変化の起きた過渡時
代だからこそ成立し、許された所業であった。しかし、
長きに渡る伝統継承の系譜の中でも、近代数寄者があら
わした世界観は、刹那的であっても非常にセンセーショ
ナルで、かつ私的な楽しみに満ちている。彼らの情熱的
な興味と行動力なくしては、伝統は決定的に空白を生じ
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ていたことであろうし、私的な楽しみは結果として、近
代東京の都市空間へ文化資本をもたらす潮流へつながっ
たことを指摘し、本論の結びとする。 
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